
第 7 回 第４期嘉麻市自治推進委員会  

 

○日 時 令和３年３月２２日（月） 午後２時３０分～  

○場 所 嘉麻市役所  本庁舎 ５階会議室 A 

○出席者  

職 名  氏   名  出欠  職 名  氏   名  出欠  

会 長 大 山  博 之  副 会 長 添 田  文 彰  

委  員 宇佐波  吉徳  委  員 冨 﨑  静 江  

〃  室井  美智世 欠  〃  大 里  盛 人 欠  

〃  鹿江 由美子  〃  川 原  幸 二  

〃  西 村  光 昭  〃  松田  クニ子  

 

・事務局  

企画財政課参事 高野 浩典   企画調整係長 松岡 彰  

企画調整係 児玉 直人  

 

 

【議 事】  

１． 嘉麻市自治基本条例第３７条の「条例の検討及び見直し」に係る答

申について  

 

 

 

 ２．その他  

 

 

 

  

 



令和３年３月  日 

 

 

嘉麻市長 赤間 幸弘 様 

 

 

嘉麻市自治推進委員会 

会長 大山 博之 

 

 

嘉麻市自治基本条例の検討及び見直しについて（答申） 

 

 

令和２年１１月２５日付け２嘉企第９４１号で諮問のありました、嘉麻市自

治基本条例の検討及び見直しについて、別紙のとおり答申いたします。 

  



 

 

 

 

 

 

答 申 書（案） 

 

 

 

 

 

 
令和３年３月 

 

嘉麻市自治推進委員会 
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１ はじめに 

  嘉麻市は、市民が自治の主体であることを基本とし、市民の市政への参画と、市

民、行政、議会の三者が協働してまちづくりを進めていくための基本ルール「嘉麻

市自治基本条例」を、平成２２年１２月２８日に施行しました。 

本条例第３７条には、条例施行日から５年を超えない期間ごとに、この条例の各

条項が条例の理念及び社会情勢に適合したものかどうかを検討することが規定され

ています。 

このことから、第４期自治推進委員会は、令和２年１１月に市長から諮問を受け、

計３回の委員会を開催し、条例の検討を行いました。  

本委員会にとって、条例の検討作業は施行後２回目となりました。限られた期間

での作業でありましたが、各委員がそれぞれの経験に基づく意見を出し合い、慎重

に審議を行いました。 

 

２ 自治基本条例に関する検証 

（１）検証の方法  

    条例の検証については、市長からの諮問を受け、本条例が本市のまちづくり

の基本ルールとして、その役割を十分果たせているかという視点に立ち、第４

期自治推進委員会において行いました、市民の市政参画への基本となる「情報

の共有」に関する調査及び「協働の原則」に関する調査の審議結果を踏まえ、

各条項における社会情勢の変化への適合状況や条例に基づく取り組み状況など

について審議を行いました。  

 

（２）条例見直しに関する項目  

    条例の検証にあたっては、各条項が本市にふさわしいものであるか、社会情

勢の変化に適合したものかどうか、また、形骸化していないかといった観点か

ら、すべての条項について検討を行いました。 

 

 （３）検証の結果 

    今回、嘉麻市自治基本条例の条文の改正等を必要とすべき課題のある条項は

ありませんでしたが、一部条例の運用面で検討課題が出されましたので、以下

のとおり付帯意見として取りまとめました。  

 

① 事業者等の責務について 

 （事業者等の責務）  

第１１条 市内において事業を行う者は、自らも地域社会の一員であることを自覚

し、健全な事業活動において、自然環境などに配慮するとともに、地域の公益的

活動に寄与するよう努めるものとする。  
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【付帯意見】 

     この条項は、市内で事業を行う事業者について、地域社会の一員であるこ

とを自覚し、自然環境への配慮など地域の公益的活動に寄与するように努め

るものであるが、一部の事業者において周辺地域の環境を悪化させている事

業者もあるため、他の先進事例などを調査し、今後の取組について検討して

ほしい。 

 

② 議員就任の際の自治基本条例の宣誓について 

 

 

 

 

 

 

 

   【付帯意見】 

     第１５条第７項において、市長は就任する際に自治基本条例の理念の実現

のために職務を執行するという宣誓をするようになっているが、これは議会

についても選挙で選ばれた市民の代表として市民主体の自治を推進するため、

議員に就任する際は、宣誓を行い、議会の役割及び責務を果たしてもらうべ

きではないかと考える。  

     他の自治体の状況等も調査し、検討をしてほしい。  

 

３ まとめ 

自治基本条例第３７条の規定に基づき、本条例が本市のまちづくりの基本ルール

として、その役割を果たせているかという視点に立ち、社会情勢の変化への適合状

況や条例に基づく取り組み状況などについて審議を行いました。 

  検証の結果、一部条例の運用面で検討課題とした条項があったものの、基本的に

は、今後も、自治基本条例の理念に基づく行政運営に努めるとともに、現行条例の

運用によって、市民、行政、議会の三者が互いの特性を生かしながら、協働してま

ちづくりを行うことで、「市民主体の自治の実現」を目指していただくことを要望し、

答申の結びとします。 

 

 

  

 （議員の責務）  

第１４条 議員は、市民全体の福祉の向上の視点に立ち、公正かつ誠実に職務を遂

行しなければならない。  

２ 議員は、その地位が市民の信託によるものであることを認識し、常に自己研鑽

に努め、政治倫理を確立することにより、市民の信頼を得るよう努めなければな

らない。  
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第４期嘉麻市自治推進委員会委員名簿 

 

 

大区分 小区分 氏 名 役 職 備  考 

学 識 

関 係 
学識経験者 宇佐波 吉徳 

 
青少年育成住民会議 

各 種 

団体等 

自治関係者 冨崎 静江  嘉麻市行政区長連合会推薦 

商工関係者 室井 美智世  嘉麻商工会議所推薦 

福祉関係者 大里 盛人  
嘉麻市民生委員児童委員 

協議会推薦 

一 般 

公 募 

公 募 委 員 大山 博之 会 長  

公 募 委 員 松田 クニ子   

公 募 委 員 鹿江 由美子   

公 募 委 員 西村 光昭   

公 募 委 員 川原 幸二   

公 募 委 員 添田 文彰 副会長  

（敬称略） 

 

 

※会議の開催経過  

 ・第５回：令和２年１１月２５日（水） 

 ・第６回：令和３年 １月１３日（水） 

 ・第７回：令和３年 ３月  日（ ） 
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２ 嘉 企 第 ９ ４ １ 号 

令和２年１１月２５日 

 

 

嘉麻市自治推進委員会会長 殿 

 

 

嘉麻市長 赤 間 幸 弘 

 

 

諮 問 書 

 

 

嘉麻市自治基本条例は、平成２２年１２月２８日に施行され、丸１０年を迎

えようとしていますが、本条例が嘉麻市の自治の基本ルールを定める最高規範

であることを踏まえ、各条項が基本理念や社会情勢に適合しているか、また、

形骸化していないか検証していただきたく、嘉麻市自治基本条例第３８条の規

定に基づき、下記事項について諮問いたします。 

 

記 

 

１ 嘉麻市自治基本条例第３７条の「条例の検討及び見直し」について 

 


